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県政１５０周年記念事業 取組方向（案）

時期 令和７年 4～12月 令和８年 １～３月 令和８年 ４～６月 令和８年 ７～９月 令和８年 １０～１２月

目玉イベント
県政１５０周年ＰＲ

【第1弾】

オープニングプログラム

【第2弾】

記念式典コアプログラム

【第3弾】

夏休みプログラム

【第4弾】

エンディングプログラム

各部局
実施事業

■三重の歴史・文化、自然、食など多様な魅力を体験・体感できる事業を実施(特別展示、体験教室、施設無料開放など）

連携事業 ■市町や協力企業・団体と連携した取組（コラボイベントの開催、コラボ商品の販売など）

１ 趣旨

２ 県政150周年記念事業の考え方

三重県の誕生

1871年（明治４年） 廃藩置県を経て「安濃津県」「度会県」が誕生

1872年（明治５年） 「安濃津県」は県庁を三重郡四日市に移し県名を「三重県」へ改称

1876年（明治９年） 「三重県」と「度会県」が合併（4/18）、現在の「三重県」が誕生

記念事業期間

６月26日 第１回 県政150周年記念事業推進会議（スケジュール等）

７月 記念事業の検討

９月頃 第２回 推進会議（取組骨子の決定等）

11月頃 第３回 推進会議（記念事業の選定等）

県民の日

（R7.4.18）を

皮切りに様々

なコンテンツ

を活用したPR

の開始

【当面のスケジュール】

●県政150周年記念の趣旨を踏まえた事業

●子どもたちを中心に、県民の皆さんが参加、利用が可能な事業

●新規性を伴う（一部新を含む）事業

先人が築き上げてきた150年の歩みや地域の魅力を再発見、再認識す

ることにより、県民の郷土愛や誇り（シビックプライド）を醸成し、三重の

宝・次代を担う子どもたちへつないでいくことで、より多様な魅力あふ

れる「美し国 みえ」の未来を創造する。

各部局で実施する記念事業の中から４半期ごとに「目玉イベント」を設定、メリハリをつけた効果的なイベントを実施
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